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４
月
17
日
（
月
曜
日
）

弘
法
大
師
大
祭

（
湯
ノ
迫
峠
・
湯
ノ
迫
公
民
館
）

ど
う
ぞ

お
参
り
く
だ
さ
い

接
待
も
用
意
し
て
お
り
ま
す

日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

平成29年4月号
（第92号）
発行者

日奈久住民自治会

日奈久の人口
（2月末現在）
男1262人
女1568人
計2830人

(21年末3444人)

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に[

あ
り
が
と
う]

新
年
度
の
町
内
選
出
役
員･

部
員
の
確
認
と
選
出
を

各
町
内
の
役
員
（
代
議
員
）
お
よ
び
部

会
部
員
（
１
～
２
名)

の
確
認
と
選
出
に

つ
い
て
、
各
町
内
の
市
政
協
力
員
（
町
内

連
絡
委
員
）
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
日
奈
久
中
学
校
卒
業
式
は
、
３
月
11
日

（
土
）
10
時
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
が
東
日
本
大
震
災
６
年
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

開
式
の
前
に
黙
祷
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

荒
牧
和
子
校
長
先
生
は
「
見
送
り
の
三
振
よ
り
空
振

り
の
三
振
を
目
指
そ
う
。
自
分
で
選
ん
だ
道
、
夢
を
目

指
し
て
一
歩
踏
み
出
そ
う
。
日
奈
久
発
展
の
大
き
な
原

動
力
に
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
卒
業
生
の
廣
田
大
翔
さ
ん
は
中
学
生
活
を
振
り

返
り
「
誰
か
を
必
要
と
し
、
誰
か
に
必
要
と
さ
れ
な
が

ら
生
き
て
い
る
こ
と
、
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

成
長
し
て
き
た
こ
と
な
ど
、
人
と
の
絆
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。
学
校
や
地
域
の
人
に
私
た
ち
は
愛
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
14

名
の
堂
々
と
し
た
歌
声
が
感
動
的
で
し
た
。

ご卒業おめでとう
日奈久小22名、日奈久中14名

４月の行事から
11日(火) 小学校入学式 10:00～

中学校入学式 11:00～
住民自治会関係会議等
(コミュニティセンター)

13日(木) 市政協力員例会 13:30～
17日(月) 運営委員会 17:00～
18日(火) 広報部会 19:00～

５月
1日(月) 茅の輪くぐり 大明神 10時
9日(火) 婦人会総会 ゆめ倉庫
12～14日 国際スリーデ－マーチ
13日(土) 日奈久住民自治会総会 ゆめ倉庫
14日(日) カーネーション風呂(詳細は次号で)

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

続
発
！
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

電
話
や
メ
ー
ル
で
の
詐
欺

日
奈
久
小
学
校
の
卒
業
式
は
３
月
23
日(

木)

10
時
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

里
永
典
隆
校
長
先
生
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受

賞
し
た
大
隅
良
典
氏
が
、
小
学
生
の
頃
か
ら
研

究
者
と
な
っ
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
う
夢
を
持
っ

て
い
た
こ
と
や
、
災
害
時
の
日
本
人
の
行
動
が

世
界
中
か
ら
賞
賛
さ
れ
た
こ
と
を
例
に
、
「
人

と
の
絆
を
大
切
に
し
て
、
笑
顔
と
努
力
で
自
分

の
夢
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」

と
は
な
む
け
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

卒
業
生
た
ち
は
、
構
成
詩
「
卒
業
の
詩
」
で

６
年
間
の
成
長
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
お
世
話

に
な
っ
た
学
校
、
家
庭
、
地
域
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
と
こ
れ
か
ら
の
夢
や
決
意
を
元
気
よ
く
発

表
し
て
い
ま
し
た
。

式後、構成詩｢旅立ちの時｣を発表ずる日奈久中卒業生

６年間の成長に感謝を込めて発表する日奈久小卒業生

ご寄付へのお礼
2月に逝去された競 久惠様(馬越町）

のご遺族(競 和子様）より香典返しと

して、日奈久住民自治会へご寄付を頂

きました。お礼を申し上げますと共に、

ご冥福をお祈り致します。

４
月
13
日
ま
で
に

日
奈
久
住
民
自
治
会

日
奈
久
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

事
務
職
員
に
森
田
さ
ん
を
採
用

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

運
用
始
ま
る

利
用
の
仕
方
は
従
来
の
公
民
館
と
ほ
ぼ
同
様

４
月
１
日
か
ら
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー
は
日
奈
久
コ
ミ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
運
用
が

始
ま
り
ま
す
。
公
民
館
は
、
社
会
教
育
法
お
よ
び
市
公
民
館
条
例
に
規
定
さ
れ
た
内
容
以

外
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
に

よ
り
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
地
域
住
民
、
市
民
活
動
団
体
の
地
域
づ

く
り
活
動
を
促
進
す
る
も
の
。

②
健
康
増
進
事
業
等
の
地
域
福
祉
活
動
を

促
進
す
る
も
の
。

③
趣
味
、
教
養
等
生
き
が
い
を
高
め
る
た

め
の
活
動
を
支
援
す
る
も
の
。

④
そ
の
他
、
市
長
が
許
可
を
行
う
こ
と
が

適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

公
民
館
の
と
き
よ
り
利
用
し
や
す
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。

①
施
設
の
利
用
は
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

②
寄
付
の
募
集
、
物
品
の
販
売
、
飲
食
物

の
提
供
、
広
告
物
の
掲
示
、
写
真
の
撮
影
、

録
音
等
は
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

③
火
気
等
の
使
用
は
許
可
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

④
備
え
付
け
の
物
品
等
を
移
動
す
る
と
き

は
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

⑤
施
設
等
に
収
容
す
る
人
員
は
、
定
員
を

超
え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

こ
ん
な
こ
と
に
利
用
で
き
ま
す

利
用
者
が
守
る
こ
と
は

休
館
日

利
用
時
間
は

【
休
館
日
】

①
日
曜
日
、
土
曜
日
、
祝
日
等
の
休
日

②
12
月
29
日
～
翌
年
１
月
３
日

【
利
用
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
10
時

※
休
館
日
に
利
用
し
た
い
と
き
は
、
事

前
に
許
可
が
必
要
で
す
。

公
民
館
と
同
様
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
事
前
に
申
し
込
ん
で
、
許
可
を

受
け
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
校
の
体
育
施
設
の
利
用
は

森
田

初
男

さ

ん

(

新
田
町
）
が
公

民
館
主
事
に
代
わ
っ

て
４
月
１
日
か
ら

セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。
併
せ

て
、
住
民
自
治
会
の
事
務
を
補
助
し
ま
す
。

「
鏡
町
出
身
で
す
。
日
奈
久
の
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。｣

と
森
田
さ
ん
。

３
月
15
日
の
運
営
委
員
会
か
ら
、
記
事

と
し
て
扱
っ
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て
、

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(1)
「
チ
ー
ム
・
ア
イ
ラ
ブ
日
奈
久
」
か

ら
、
農
林
水
産
省
推
進
事
業
「
農
泊
」

(

旅
館
宿
泊
型
の
農
業
体
験)

の
実
施
協

議
会
へ
の
参
加
協
力
依
頼
に
つ
い
て
、
協

議
の
結
果
、
事
務
局
で
詳
細
を
聴
取
の
上

で
一
任
と
な
り
、
協
議
会
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

(2)
事
務
局
等
か
ら
の
協
議
・
連
絡
事
項

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
事
務
職
員
１

名
の
追
加
募
集
を
継
続
し
ま
す
。

②
平
成
29
年
度
会
長
に
副
会
長
の
今
田
徳

次
郎
さ
ん
を
推
薦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
総
会
に
報
告
し
承
認
が
必
要
で
す
。
。

③
総
会
は
５
月
13
日(

土)

午
後
４
時
開
催
、

６
時
か
ら
懇
親
会
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

④
部
会
の
平
成
28
年
度
事
業
報
告
お
よ
び

決
算
報
告
、
29
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予

算
案
を
遅
く
と
も
次
回
運
営
委
員
会
ま
で

に
は
提
出
す
る
よ
う
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

⑤
５
月
13
日(

土)

九
州
国
際
ス
リ
ー
デ
ー

マ
ー
チ
の
接
待
を
婦
人
会
に
依
頼
、
そ
の

経
費
を
予
備
費
か
ら
支
出
し
ま
す
。
（
日

奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
前
、
８
時
40
分
～

約
２
０
０
名
通
過
予
定
）

⑥
平
成
28
年
度
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
活

性
化
補
助
金
で
イ
ベ
ン
ト
強
化
の
た
め
の

竹
輪
焼
き
器
具
３
台
を
購
入
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
29
年
度
は
広
報
発
行
、
活
動

保
険
加
入
お
よ
び
新
規
事
業
で
申
請
予
定

で
す
。

⑦
平
成
29
年
度
Ｊ
Ｒ
Ａ
寄
付
物
品
配
布
予

定
町
内(

各
４
万
円
相
当)

は
、
新
開
町
、

浜
町
、
中
町
、
上
西
町
で
す
。

⑧
０-

60･

70
サ
ッ
カ
ー
大
会
主
催
者
か
ら

の
義
援
金
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
を
購

入(

セ
ン
タ
ー
玄
関
に
設
置)

、
残
金
５
８

６
４
円
を
寄
付
金
で
入
金
し
ま
し
た
。

総額 106,613円の募金が寄せられました。

津森小海難慰霊塔(益城町)再建募金

ご協力ありがとうございました。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

飲
酒
運
転
の
撲
滅

（
婦
人
会
）

東

湯
営
業
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

ば
ん
ぺ
い
湯
、
東
湯
の
全
配
管
の
洗
浄

を
行
い
ま
す
。
ご
理
解
く
だ
さ
い

日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯

４
月
18
日
（
火
）
は

夕
方
６
時
か
ら
営
業
し
ま
す
。

日
奈
久
の
景
観
を
考
え
よ
う

景
観
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

３
月
20
日
（
月
）
、
市
建
設
政
策
課

と
観
光
振
興
課
が
日
奈
久
の
景
観
づ
く

り
の
参
考
に
し
よ
う
と
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
静
岡
県
か
ら(

株)

地
域
ま
ち

づ
く
り
研
究
所
の
伊
藤
光
造
さ
ん
。
午

前
中
は
日
奈
久
の
ま
ち
歩
き
、
午
後
は

ゆ
め
倉
庫
で
日
奈
久
の
景
観
の
よ
さ
や

課
題
を
出

し
合
い
、

ど
ん
な
景

観
の
ま
ち

づ
く
り
を

す
る
か
話

し
合
い
ま

し
た
。

春
の
交
通
安
全
運
動

（広告欄）



日奈久住民自治会広報紙 おがまち日奈久ニュース 平成２９年４月号 第９２号

インターネットで「おがまち日奈久ニュース」を検索すれば見ることができます。日奈久の話題・情報をお知らせください。 住民自治会への問い合わせも 南部市民センター 38-2390

２

副
所
長
に
立
山
広
喜
さ
ん

Ｊ
Ｒ
Ａ
ウ
イ
ン
ズ
八
代

南
関
町
の
出
身
で

す
。
身
体
が
ず
ば

抜
け
て
大
き
い
の

で
、
お
声
か
け
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
地
域
の
皆
様
、
熊
本
の
た
め
に
頑
張

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

(

中
山
競
馬
場
か
ら)

向
坂

将
さ
ん

副
所
長
を
退
任

２
年
間
の
短
い
期

間
で
し
た
が
、
住

民
自
治
会
を
は
じ

め
、
心
温
か
い
多

く
の
方
々
に
お
世

話
に
な
り
、
本
当
に
素
敵
な
八
代
ラ
イ
フ

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
へ
）

賑わう湯の町

麦島 勝 写真の世界⑦

「大きな竹輪焼き」 昭和55年7月26日撮影

日奈久温泉の「丑の湯まつり」で、ジャンボ

竹輪が焼かれた。大きすぎて「まだ焼けん。」

と長時間待たされた子供たち。

（麦島 勝さん）

丑
の
湯
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
竹
輪
組
合
総
出

で
準
備
か
ら
当
日
ま
で
数
日
か
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

魚
の
す
り
身
を
サ
ラ
シ
の
布
に
広
げ
、
棒
に
巻
き
つ
け

る
作
業
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
、
大
き
な
竹
輪
を
作
り

ま
し
た
。
難
し
く
苦
労
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
大
き
す

ぎ
て
、
な
か
な
か
焼
き
上
が
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ド

ラ
ム
缶
に
炭
火
を
焚
い
て
長
い
時
間
焼
き
ま
し
た
。

大
変
な
苦
労
と
高
額
な
費
用
に
往
生
し
て
丑
の
湯
祭

り
で
は
１
回
切
り
で
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
春
ま

つ
り
（
日
奈
久
観
光
協
協
会
主
催
）
で
４
、
５
回
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
す
り
身
を
蒸
し
て
形
を
作
っ
た
そ
う
で

す
。

（
片
山
亮
子
さ
ん
・
松
本
寛
三
さ
ん
（
上
西
町
）
、

元
従
業
員
の
方
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
）

歌
声
が
駅
の
待
合
室
に
響
く

「
高
校
卒
業
お
め
で
と
う
！

日
奈
久
に
あ
り
が
と
う
！
」

コ
ン
サ
ー
ト

３
月
18
日
（
土
）
、
日
奈
久
温
泉
駅
待

合
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
年
前
ま
で
日

奈
久
中
学
校
で
音
楽
教
師
と
し
て
勤
務
さ

れ
た
村
橋
亮
子
先
生
に
よ
り
企
画
さ
れ
た

コ
ン
サ
ー
ト
で
、
当
時
の
卒
業
生
10
名
へ

の
高
校
卒
業
祝
い
と
激
励
、
お
世
話
に
な
っ

た
日
奈
久
地
域
へ
の
感
謝
の
思
い
が
満
ち

あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

「
さ
く
ら

さ
く
ら
」

で
始
ま
っ

た
村
橋
先

生
の
美
し

い
歌
声
。

下
西
町
の

森
恭
子
先

生

と

の

明
治
新
田(

流
藻
川)

５
号
水
門

修
復
工
事
終
わ
る

当
水
門
は
、
流
藻
川
流
域
の
洪
水
対

策
等
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
が
、

熊
本
地
震
に
よ
り
樋
門
躯
体
に
亀
裂
や

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥
離
が
発
生
し
ま
し

た
。
樋
門
を
管
理
す
る
八
代
平
野
南
部

土
地
改
良
区
は
、
３
月
中
旬
ま
で
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
割
れ
目
等
に
接
着
剤
を
注

鉄筋がむき出しに

なった樋門の内部

賑
や
か
な
市
と
食
、
そ
し
て
優
雅
な
雛
送
り

第
８
回
ひ
な
ぐ
雛
祭
り

第
８
回
ひ
な
ぐ
雛
祭
り
〔
日
奈
久
住

民
自
治
会
主
催
〕
は
２
月
11
日(

土)

～

３
月
５
日(

日)

ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

26
日(

日)

は
午
前
中
か
ら
ひ
な
ぐ
雛
手

作
り
体
験
、
う
ま
か
も
ん
市
や
雛
ぜ
ん

ざ
い
、
女
将
カ
フ
ェ
、
古
布
市
や
路
地

裏
探
し
、
八
代
屋
を
は
じ
め
と
し
た
雛

飾
り
、
手
作
り
雛
公
募
展
な
ど
、
多
く

の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

午
後
６

時
か
ら
は
、
チ
ェ
ロ
演
奏
と
母
と
子
の

あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
そ
し
て
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
雛
送
り
」
で
は
、

か
ぐ
や
姫
の
行
列
が
竹
灯
り
の
中
を
進

み
、
港
か
ら
船
出
し
て
月
へ
帰
る
姫
を

見
送
る
と
い
う
優
雅
さ
と
温
か
さ
に
満

ち
た
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま
し
た
。
。

入
す
る
な
ど
の
修
復
工
事
を
行
い
、
こ

の
ほ
ど
完
了
し
ま
し
た
。
改
良
区
で
は

関
係
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

立
願
祭
・
夏
越
祭
へ
ど
う
ぞ

た
て
が
ん
さ
い

な
ご
し
さ
い

<

茅
の
輪
く
ぐ
り>

日
奈
久
阿
蘇
神
社(

大
明
神)

日
時

５
月
１
日(

月)

10
時
～

五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を
祈
り
茅
の
輪

ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

ち

を
く
ぐ
っ
て
災
厄
解
除
を
願
う
神
事
を
行

さ
い
や
く

い
ま
す
。

ひ
な
ぐ
雛
祭
り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

大
賞
は
谷
川
秀
嗣
さ
ん
（
宇
土
市
）

３
月
24
日
（
金
）
ゆ
め
倉
庫
で
審
査
が

行
わ
れ
、
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
他

の
入
賞
者
は
つ
ぎ
の
通
り
で
す
。

◆
入
選

松
本
花
織
（
日
奈
久
中
町
）

日
當
國
親
（
八
代
市
古
閑
中
町
）

大賞受賞の谷川さんの作品
「成長したかぐや姫」

ひなぐ雛手作り体験は７回開催。家族連れ

など100名を超す参加者がありました。

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
「櫛
山
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
」２
０
０
人

３
月
26
日(

日)

、
親
子
連
れ
や
肥
後

銀
行
八
代
各
支
店
か
ら
参
加
の
50
数
名

を
含
む
約
２
０
０
名
が
山
頂
を
目
指
し

ま
し
た
。
良
い
天
気
で
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
サ
ク
ラ
は
つ
ぼ
み
の
ま
ま
で
し

た
。
下
山
後
は
竹
輪
焼
き
や
宇
土
の
太

鼓
の
迫
力
あ
る
演
奏
、
お
楽
し
み
抽
選

会
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

スタッフが少ない中で用意した80食は、わず
か10分で完売した人気の女将カフェ。

当
日
は
運
賃
３
０
０
円
の
肥
薩
お
れ
ん

じ
鉄
道
感
謝
デ
ー
が
企
画
さ
れ
、
鉄
道
を

利
用
し
た
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

竹
灯
り
等
の
制
作
、
舟
飾
り
、
そ
し
て

イ
ベ
ン
ト
や
出
店
な
ど
の
企
画
や
準
備
な

ど
、
当
日
を
含
め
日
奈
久
住
民
の
皆
様
の

手
作
り
に
よ
る
ご
尽
力
で
で
き
あ
が
っ
た

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

◆
佳
作

服
部
敏
男
（
八
代
市
永
碇
町
）

真
崎

勝
（
同

豊
原
町
）

平
岡
健
三
（
同

植
柳
上
町
）

大
崎
満
洲
美
（
芦
北
町
）

ゴ
ミ
を
拾
っ
て
美
化
の
呼
び
か
け

日
奈
久
小
５
年
生

「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
の
二
重
唱
。
卒
業

生
10
名
全
員
の
息
の
合
っ
た
「
ビ
リ
ー

ブ
」
な
ど
の
合
唱
と
続
き
ま
し
た
。

詰
め
か
け
た
１
０
０
人
ほ
ど
の
人
た

ち
は
、
村
橋
先
生
の
熱
い
思
い
に
心
を

打
た
れ
、
す
て
き
な
心
地
よ
い
、
贅
沢

な
ひ
と
と
き
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

300食を完売した婦人会の雛ぜんざい

３
月
16
日(

木)

午
後
、
背
中
に
「
未
来

を
守
る
日
奈
久
っ
子
」
「
日
奈
久
の
ポ
イ

捨
て
を
ゼ
ロ
に
」
な
ど
と
イ
ラ
ス
ト
入
り

の
ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け
た
子
供
た
ち
は
、
道

路
脇
の
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
街
を
歩
き
、

環
境
美
化
を
訴
え
ま
し
た
。
「
子
供
た
ち

の
発
案
で
す
よ
。
」
と
担
任
の
田
浦
先
生

と
中
山
先
生
。
ゴ
ミ
は
学
校
へ
持
ち
帰
り

ま
し
た
。

「たくさん拾ったよ｣ゴミ袋を手にする19名の５年生

日
奈
久
の
夜
空
に
３
０
０
発×
２
回

六
郎
神
社
で
は
「温
泉
発
見
感
謝
祭
」の
神
事

Ｄ
Ｍ
Ｏ
八
代
日
奈
久
温
泉
花
火
大
会
は

３
月
４
日
と
19
日
の
２
回
行
わ
れ
、
音
と

光
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

六郎神社での温泉発見感謝祭。六郎役の榎

田朔さん(中１)とおきん役の木村結愛さん

(中２)がお告げの石に温泉水をかけました。

温泉神社参道を櫛山へ向かう参加者たち

ちくわを食べながら聴く迫力の太鼓演奏

（広告欄）


